
平成２８年度 第１回Ｔ－ＳＰＯＤ会議 議事要録 

１ 日 時  平成２８年１０月２１日（金） １３時３０分～１５時００分 

２ 場 所  徳島大学地域創生・国際交流会館３階 共用室３０１ 

３ 出席者  鳴 門 教 育 大 学   河野学部教務係長，廣島総務課係長 

四国大学・短期大学部   大恵総務課係長，久我学部運営支援課係長 

  徳島文理大学・短期大学部 

阿南工業高等専門学校   

徳 島 大 学   

新見准教授，藤巻事務主任

松本教授，湯浅課長補佐 

赤池教授，川野教授（議長），宮田准教授，吉田講師， 

久保田助教，新原特任助教，上岡特任研究員， 

濵田人事課長，荒木人事課副課長，小山教育企画室長， 

金治教育支援課専門職員 

４ 欠席者  徳 島 工 業 短 期 大 学   筒井事務局長 

  会議開催に先立ち，出席者の自己紹介が行われた。 

５ 議  題 

（１）ＦＤ・ＳＤ活動の取組等について 

議長から，議題１資料に基づき，徳島県内加盟校の独自の活動について情報共有及び情報交換

を行いたい旨の説明があり，事前に提出した「平成２８年度のＦＤ・ＳＤ活動の取組等」により

各校が説明し，種々意見交換を行った。 

また，阿南工業高等専門学校の松本教授から，Ｔ－ＳＰＯＤ会議は，気軽に集まれる会として

開催回数を増やしても良い旨の提案があり，平成２９年度４月に事務担当者を確認する際に，Ｔ

－ＳＰＯＤ会議の開催回数についても確認することとした。 

【内容】 

①徳島大学で受講できる研修（特にＳＤ研修）を増やしてほしい（鳴門教育大学）

②ＦＤ研修は全教員を対象としているが，学内行事が多く，全員の参加が難しいことから，開催

スケジュールについては全学的な見直しを検討している（四国大学・短期大学部）

③卒業生に対し，卒業時に卒業生満足度評価アンケートを実施しているが，今年度からマークシ

ートでの回答を廃止し，スマートフォンでの回答に変更した（徳島文理大学・短期大学部）

④アクティブ・ラーニングで習得されるコンピテンシーをどのように評価するかについて，企業

が求めるコンピテンシーや高等専門学校機構が定めるコンピテンシーを合わせ，ルーブリック

を作成している（阿南工業高等専門学校）

６ 報  告 

（１）「ＳＩＨ道場振り返りシンポジウム」について 

吉田講師から，報告１資料に基づき，「ＳＩＨ道場振り返りシンポジウム」が平成２８年１１ 

月１１日（金）に開催する予定であるので是非参加してもらいたい旨の報告があった。 



（２）「大学教育カンファレンス in徳島」について 

議長から，報告２資料に基づき，平成２８年１２月２７日（火）に徳島大学において，大学教育の質 

的向上に向けた努力の成果を確認するための「大学教育カンファレンス in徳島」を開催する予定であ 

るので是非参加してもらいたい旨の報告があった。 

（３）「大学教育再生加速プログラムシンポジウム」アクティブ・ラーニング（ＡＬ）＆反転授業（ＦＣ）

について 

吉田講師から，報告３資料に基づき，「大学教育再生加速プログラムシンポジウム」アクティブ・ 

ラーニング（ＡＬ）＆反転授業（ＦＣ）を「大学教育カンファレンス in徳島」の翌日，平成２８年 

１２月２８日（水）に開催する予定であるので是非参加してもらいたい旨の報告があった。 

（４）ティーチング・ポートフォリオ作成ワークショップについて 

吉田講師から，報告４資料に基づき，自身の授業を見直し，授業改善を行いたいと考えている 

教員に対し，平成２９年３月８日（水）～１０日（金）の３日間（定員８名）で開催する予定で

あるので是非参加してもらいたい旨の報告があった。 

（５）「大学教育研究ジャーナル」について 

議長から，報告５資料に基づき，徳島大学では，全学ＦＤ推進プログラムとして「大学教育研究ジャ

ーナル」を発行する予定であるので是非投稿してもらいたい旨の報告があった。 

（６）その他 

阿南工業高等専門学校工業の松本教授から，平成２９年１月２４日（火）に，あわぎんホールで「学 

習成果の可視化」についての基調講演等を開催する予定であるので是非参加してもらいたい旨の報告が

あった。 

以上 


